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<コメント>

レースウィークに入り新品タイヤにあわせて車体のアジャストを行いました。
２コーナーでのチャタも激しくてタイムを詰める上では解決したいところではありました。車体セットを大きく振りましたが変化せず、

（株）Ｓサプライ
畑中　健太郎

成績という形でしかお返しできませんが力いっぱいがんばります。
最終戦はレベルの高い戦いをしたいと思います。
ありがとうございました。

結局フロントフォークの減衰仕様の変更で解決できました。

朝フリーは少しセットを変えて走行。ブレーキングでのグリップを出すためにチェーンを１コマ詰めてスイング長を短くしました。
そして予選Ｑ１で自己ベスト付近の１’３０．８５３で１１位グリッドを獲得。残念ながらＱ２に進出できませんでした。

実際そこでのグリップや立ち上がりでのトラクションはかかるようになりましたが、スライドコントロールがしにくかったり、
フロントを押す荷重が少なくなってしまい、長い決勝周回数を考えてコントロールのしやすいスイング長の長い仕様でレースへ。
スタートも決まり、一周目は８番手で通過。序盤をペースを上げるもライバルチームの方が少し上回り徐々に差が開きます。
何とか頑張りましたが１０位でゴール！久しぶりのチェッカーフラッグを受けることが出来ました。
次回はいよいよ最終戦です。
皆様の協力のおかげでここまで来ることが出来ました。たくさんの応援ありがとうございました。

ℓ 走行距離

車体姿勢もバネレートにあわせて結構低めになりました。特にリヤが。ＡＰと比較すると約１０ｍｍ低くしました。

バシッとタイムを出して進化しているところを見せつけたいと思います。
しかし事前テストからあまりいいタイムが出ませんでした。というのも年々路面のグリップが悪くなっていっているようで
通常のサーキットよりも低いバネレートになっていきました。
一番レートが低くてフロントが９．０Ｎ／ｍｍ、リヤが８０Ｎ／ｍｍまでいきました。路面のμが低い場合バネレートが高いと

10 位

℃ 油温

皆様こんにちは！
今年も残すところあと２戦になりました。残りも全力を出し切ります！
今回レースが行われるサーキットを今野選手が走行するのは約二年ぶりです。

今回はさらにリンクも変化率の少ないタイプに変更しました。変化率が多いとリヤのストロークが増えるにつれてタイヤにかかる
荷重の変化する量も増えます。逆に変化率を少なくするとストロークしていっても荷重が変化する量を少なくすることができます。
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タイヤを押しすぎてしまいグリップが出る前にスライドしてしまいます。そういった場合はバネレートを落とす必要が出てきます。
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